
特 集  立ち上がれ、若きイノベーターたちよ

タ
ー
だ

っ
た
訳
で
は
な
い
「
「単
な
る
業

主
」
（単
な
る
農
作
業
者
）
も
多

い
。

私
は
、
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
次
の
よ
う

に
層
化
し
て
い
る
。
ま
ず

「
先
進
的
イ

プ
ベ
ー
タ
ー
」
で
、
大
胆
に
先
端
を
切

り
拓
き
、
補
助
金
等
に
も
依
存
し
な
い
。

次
い
で

「地
域
主
導
的
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
」

だ
。
そ
し
て
、
優
れ
た
者
を
ま
ね
し
て

先
人
に
追

い
つ
こ
う
と
す
る

「
追
随
型

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
」
だ
．
こ
の
人
た
ち
は
、

大
な
り
小
な
り
規
模
拡
大
を
実
現
し
、

ま
た
農
協
に
依
存
せ
ず
、
自
分
た
ち
で

マ
ー
ケ
ーソ
ト
を

つ
か
ん
で
い
る
〓
そ
れ

以
外
は

「単
な
る
業
主
」
的
存
在
だ
．

私
は
追
随
型
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
で
も
良

い
と
思
う
．
自
分
で
販
路
を
開
拓
し
、

補
助
金
に
依
存
じ
す
ぎ
な
い
経
営
に
な

っ
て
い
れ
ば
、
未
来
が
あ
る
で‥，

今
後
、
農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高

度
な
経
営
管
理
技
術
の
側
面
が
求
め
ら

れ
よ
う
）^
経
営
資
源
の
合
理
的
な
組
み

合
わ
せ
、
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
に

川
下
展
開

の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ヨ
ン
、

さ
ら
な
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
必
要
だ
か

ら
だ
（．
経
営
改
革
な
し
に
は
時
代
の
ニ

ー
ズ
変
化
に
対
応
で
き
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
日
本
経
済
の
長
期
低
迷
を
引
き

金
に
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
逆
回

転
す
る
と

い
う
こ
と
を
直
視
し
た
経
営

改
革
が
必
要
だ
。

◇
内
製
化
に
よ
る
付
加
価
値
向
上

一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
川
下
展
開

（下

流
展
開
）
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
「生
産
―
製
造
―
販
売
―
消
費
」

と
い
う

一
連
の
流
れ
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
過
程
で
、
川
下
に
あ
る
工
程
を

自
分
の
と
こ
ろ
に
取
り
込
む
こ
と

（内

製
化
）
で
付
加
価
値
が
増
え
る
。
ま
た
、

市
場

（顧
客
）
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力
も
高

ま
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
自
立
経
営

へ
の

道
と
な
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
は
厄
介
な
問
題
を
含

ん
で
い
る
。
そ
の
工
程
の
付
加
価
値
を

誰
が
取
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
川
下
は

自
分
の
顧
客
で
あ
る
。
川
下
工
程
を
イ

ン
テ
グ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
と
、

顧
客
の
領
域
の
付
加
価
値
を
奪
う
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
ど
の
業
界
で
も
厄
介

な
問
題
に
な
る
。
農
業
の
場
合
、
農
協

経
由
で
出
荷
し
て
い
る
の
を
直
売
に
変

え
れ
ば
、
流
通
過
程
の
付
加
価
値
を
生

産
者
が
取
る
こ
と
に
な
る
。
６
次
産
業

化
は
そ
れ
だ
。
生
産
者
は
流
通
過
程
の

リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
付

加
価
値
は
増
え
る
。
こ
の
イ
ン
テ
グ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
内
製
化
は
実
際
に
起
き
て

い
る
ン」と
だ

（表
４
参
照
）。

稲
作
が

一
番
問
題
で
あ
ろ
う
。
コ
メ

生
産
者
が
農
協
の
独
占
的
事
業
に
な
っ

て
い
る
籾
の
乾
燥
工
程
に
進
出
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
付
加
価
値
を
内
製
化

で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
消
費
者

へ
の

直
売
の
道
も
開
け
て
く
る
。

コ
メ
の
出

荷
価
格
は
約
２
倍
に
上
が
る
，
実
際
、

各
地
で
こ
れ
に
成
功
し
た
農
業
経
営
者

は
多
く
い
る
っ
乾
燥
工
程
を
内
製
化
し

た
生
産
者
は
、規
模
拡
大
も
果
た
し

（借

地
な
ど
離
農
者

の
土
地
集
約
）、
農
業

所
得
を
高
め
、
農
家
と
し
て
残

っ
て
い

る
ｃ

コ
メ
過
剰
、
コ
メ
価
格
低
下
の
情

勢
下
で
生
産
者
が
生
き
残

っ
て
い
く
道

は
、
こ
れ
し
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
．

コ
メ
生
産
者
が
乾
燥
機
を
保
有
し
、

消
費
者
に
直
売
す
る
場
合
、
籾
を

「低

温
で
ゆ
っ
く
り
乾
燥
」
す
る
こ
と
で
天

日
に
よ
る
自
然
乾
燥

（は
さ
が
け
）
に

近
く
な
り
、
コ
メ
の
風
味
を
増
し
、
農

協
の
大
量
生
産
と
製
品
差
別
化
す
る
こ

と
も
で
き
る
（
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
高
価

格
で
の
販
売
も
可
能
ギ
≒

乾
燥
機
を
持

た
な
い
地
域
の
小
規
模
生
産
者
の
籾
の

乾
燥
を
引
き
受
け
れ
ば
、
彼
ら
の
米
価

も
上
昇
し
、
農
業
継
続
の
可
能
性
を
高

め
る
．
か
く
し
て
、
乾
燥
工
程

へ
の
イ

ン
テ
グ
レ
ー
シ
ヨ
ン
は
、
地
域
農
業
の

救
性
■
に
も
な
る
。

表
４
に
見
る
よ
う
に
、
農
産
物
の
出

荷
先
は
多
様
化
し
、
食
品
製
造
業

・
外

食
産
業
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
消

費
者

へ
の
直
売
が
増
え
て
い
る
．
表
１
、

２
で
示
し
た
、
農
業
経
営
者
の
所
得
増

加
、
大
規
模
化
と
、
こ
の
出
荷
先
の
変

化
は
軌
を

一
に
し
て
い
る
ｃ
外
食
産
業

と
の
取
引
、
消
費
者

へ
の
直
売
は
、
実

際
に
起
き
て
い
る
こ
と
と
い
う
か
、
大

き
な
流
れ
に
な

っ
て
い
る
．
時
代
の
変

化
は
大
き
い
．

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
付
加

価
値
の
追
求
が
、
自
立
経
営

へ
の
道
だ
。

農
業
政
策
の
目
的
は
自
立
経
営
農
家
の

育
成
の
は
ず
だ
．^
農
政
当
局
は
、
こ
の

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
問
題
に
配
慮
し

た
農
政
展
開
が
必
要
だ
．́

日
本
経
済
の
長
期
低
迷
、
気
候
変
動

対
策
、
生
物
多
様
性
な
ど
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
向
け
た
農
業
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
、
先
進
的
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

の
解
を
期
待
し
た
い
。

(単位 :1000体、%)

販
売
の
あ
っ
た

経
営
体
数

農
協

農
協
以
外
の

集
出
荷
団
体

卸
売
市
場

小
売
市
場

食
品
製
造
業

・

外
食
産
業

消
費
者
に

直
接
販
売

つ
lち
ネイ
ツン
トタ

2005 ,384 327

2010 1,507 200 156

2015 237

2020 704 208

44_6 ‐49.1 19.C 41C 14.[ 75.2 -365 +1257

必
０

戯
２０２

構

＜ 000 72C

(出 所)農水省「農林業センサス」っ

表4:農産物出荷先別経営体数
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